
池田市の地域移行について
令和7年２月２８日 池田市教育委員会
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そもそも部活動とは
現在の部活動はどのように位置づけられているのか

●現在の学習指導要領より

部活動は教育課程外の活動であり、生徒の自主性に基づく活動

「教育課程外の学校教育活動と教育課程の関連が図られるように留意するものとする。特に，生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動について
は，スポーツや文化，科学等に親しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等，学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり，学校教育
の一環として，教育課程との関連が図られるよう留意すること。その際，学校や地域の実態に応じ，地域の人々の協力，社会教育施設や社会教育関係団体
等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行い，持続可能な運営体制が整えられるようにするものとする」（学習指導要領 27ページ）

部活をクラブ履修とみなす

部活動
（教育課程外）

2018年

クラブ活動
（教育課程内）

1969年 1989年 1998年 2008年

クラブ活動
代替時期

部活動
原則加入の流れ

部活動
（教育課程外）

現在

参考：中澤篤史「学校運動部活動の戦後史（上）（下）」（『一橋社会学』2011年）
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●部活動の変遷について

現在は任意加入



そもそも部活動とは
現在の部活動はどのように位置づけられているのか

●活動時間について

休日 部活動

平日

退勤時間

授業 部活動

・週当たり、平日1日以上・休日1日以上の休養日を設ける＝平日4回・休日1回
・平日は2時間・休日は3時間の活動を目安とする
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そもそも部活動とは
現在の部活動はどのように位置づけられているのか

●各校の設置状況について

運動部 陸上 水泳 サッカー 柔道 剣道 卓球
男ソフト
テニス

女ソフト
テニス

野球 バド 男バレー女バレー男バスケ女バスケ
ソフト
ボール

池田 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

渋谷 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

北豊島 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

石橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ほそごう ● ● ● ● ● ● ●

文化部 美術 吹奏楽 家庭科 放送 演劇
科学
理科

技術
工作

筝曲

池田 ● ● ● ● ● ●

渋谷 ● ● ● ● ● ●

北豊島 ● ● ●

石橋 ● ●

ほそごう ● ●
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部活動が抱える課題

まとめ（現行部活動に対する池田市教育委員会の考え）

地域移行を検討していくにあたって、上記のような現実から
部活動自体をゼロから再設計する必要がある

部活動（希望制）に伴う中学校教員の働き方の現実！

現行規模での活動数を維持することが困難（予算面・人材面）！

確実な少子化の見込み（6年後１０％減見込み）！
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中学校教員の10％が80時間以上の時間が勤務（ほぼ無償）
顧問の半数が未経験の種目を指導

現行の部活動に外部指導者を登用する場合
現行の部活動数を外部委託した場合

ともに巨額の予算が必要

中学校の生徒数 2024年：2492人→2030年：2250人（推計）



地域移行に期待されるもの（効果）

・教員の負担軽減
→授業や行事・生徒指導など本業へ還元

学
校
教
育

社
会
教
育

・選択できる環境構築
・専門指導を受けられる保障（安全）

池田市が目指す「地域移行」について
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池田市が目指す「地域移行」について

具体的な移行計画

目
標

令和１０年度中を以て、部活動を完全に地域へ移行する
中学生は興味関心を抱く文化・スポーツクラブに主体的に参加する

学校区関係なく参加できる活動へ！

移行後は学校教育活動ではなく社会教育活動！

活動については受益者負担（会費制）をお願い！
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※困窮世帯への支援については要検討

現在の小学生のような
文化・スポーツ環境へ



池田市が目指す「地域移行」について
部活動との比較①

部活動 （新）地域クラブ

主体 学校 地域の様々なクラブ

場所 学校 学校・公共施設・民間施設

活動日数 週5日が一般的
（平日4日・休日1日）

週1日～4日程度
クラブがレベルやニーズに応じて設定

活動時間 放課後～17時頃 １７時以降

参加者 当該校の生徒のみ 市内の生徒
（国立・私立可、市外も定員まで検討）

指導者 教員 地域指導者
（教員の兼職兼業も可）

会費 基本無料 会費制

専門性 △ ◎ 8



池田市が目指す「地域移行」について
部活動との比較②

部活動 （新）地域クラブ

大会 中体連等 出場する大会はそれぞれ設定

保険 日本スポーツ振興センター
災害共済

スポーツ安全保険
※「団体活動」に適用可能

移動手段 徒歩 徒歩・自転車や送迎など

引退 おおよそ3年生の夏季 個人や各家庭で判断

その他 ー ・必ず大人が活動に従事する
・会則に準じた運営
・会計報告の徹底
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池田市が目指す「地域移行」について

実施イメージ

教育委員会

文

文文

ス

ス

ス

地域の文化・スポーツクラブ

応募

認定（委託）

学校・施設

使用場所の調整
（施設ごとのルールに準じます）
※独自確保可

生徒

応募
会費指導

地域クラブを市教委で採択し、一覧を生徒に配布
生徒は一覧より興味のある活動に参加 10

プロポーザル仕様書

・指導・事務・施設管理を行う
・指導内容は各クラブで定める
・生徒募集・資金管理・連絡等の事務も各クラブで行う
・学校を使用する場合、施錠や施設美化など自主管理する

など



池田市が目指す「地域移行」について

2024年
令和6年

2025年
令和7年

2028年
令和10年

2029年
令和11年

地域移行スケジュール
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小学校
6年生

小学校
5年生

小学校
4年生

小学校
3年生

小学校
2年生

中1～中32026年
令和8年

2027年
令和9年

中1

部活動と地域クラブが併存

中２

部活動と地域クラブが併存

中1
部活動も参加できるが
中2の一定時期で地域クラブへ移籍

中3

地域クラブに参加

中1部活動も参加できるが
中1の一定時期で地域クラブへ移籍

中2
地域クラブに参加

中１
入学時点から地域クラブに参加

中1 中３

中２ 中３

中2

文化・スポーツ活動は
地域クラブへ

移行に向けた準備
（地域クラブ数の拡大、各所への説明、学校内での取り組みを検討・・・） 移行完了年度内に全て移行

部活動のみ参加OK
地域クラブのみ参加OK

掛け持ちOK



部活動地域移行に伴う学校での取組み（例）
・日常の授業の充実（教材研究・研究授業） ・教員の資質向上（校内研修の充実）
・きめ細やかな生徒理解（生徒に関する密な情報共有）
・生徒会活動や学校行事の充実 ・補充学習等

指
導
継
続
を
希
望
す
る
教
員

令和6年度（2024） 令和7年度（2025） 令和8年度（2026） 令和9年度（2027）
令和10年度
（2028）

小3 小4 小5 小6 中1

小4 小5 小6 中1 中2

小5 小6 中1 中2 中3

教
育
委
員
会
会
議
で
地
域
移
行
計
画
の
決
定

説明・内容方法・スケ
ジュールなどを検討

2月

教
員
へ
説
明

1月
2月

保
護
者
に
向
け
て
説
明

4月
5月

年
度
内
の
部
活
動
の
完
全
地
域
移
行

審査
活動場所
生徒募集
（4月末）

新
地
域
ク
ラ
ブ
を
募
集
開
始

3月

新
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
開
始

5月

【プレ移行期間】
・地域クラブの自走化
・10年度を見据えた運用
（試合参加、会費徴収、
生徒募集、兼業兼職等）

新
入
生
説
明
会

1月

公募要領の設定
予算額の調整

合
同
体
験
会
実
施

地域クラブの性格
や取り組み説明

・令和10年度の完全
移行を説明

・地域クラブの紹介

・中2の一定時期で
部活動が終了

・地域クラブの紹介

審査
活動場所
生徒募集
（4月末）

新
地
域
ク
ラ
ブ
を
募
集
開
始

3月

新
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
開
始

5月

審査
活動場所
生徒募集
（4月末）

新
地
域
ク
ラ
ブ
を
募
集
開
始

3月

新
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
開
始

5月

・中1の一定時期で
部活動が終了

（停止時期を明記）
・地域クラブの紹介

改革推進期間 改革実行期間

仮

指
導
者
研
修
会

仮

指
導
者
研
修
会

仮

指
導
者
研
修
会

目標地域クラブ数

文化10クラブ
スポーツ30クラブ

社
会
教
育
関
係
団
体
へ
説
明

2月

合
同
体
験
会
実
施

困窮世帯に対する支援の検討

10

年
度
以
降
の
募
集
は
要
検
討

一
定
時
期
？
随
時
？

新
入
生
説
明
会

1月

合
同
体
験
会
実
施

新
入
生
説
明
会

1月

新
入
生
説
明
会

1月

入
学

入
学

入
学

1月

ク
ラ
ブ
設
立
に
関
す
る
説
明
会

2月

部活動ガイドラインの改定

地
域
移
行
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ


